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学
術
資
料
セ
ン
タ
ー（
神
道
資
料
館
部
門
）は
、
平
成

二
十
七
年
度
、「
江
戸
の
祭
」に
つ
い
て
も
研
究
を
行
っ
た
。

　

本
部
門
は
、
國
學
院
大
學
院
友
神
職
会
東
京
支
部
の
寄

附
金
に
よ
り
『
東
都
歳
事
記
』
電
子
版（
神
社
特
集
）

（http://w
w

w
2.kokugakuin.ac.jp/kaihatsu/t/t_

index.htm
l

）を
公
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
六

年
度
か
ら
は
、
研
究
事
業
「
祭
祀
・
祭
礼
の
変
遷
に
関
す

る
研
究
と
関
連
資
料
の
整
理
分
析
」
を
進
め
て
い
る
。

　

江
戸
の
祭
り
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
こ
れ
ら
に
関
連
し

て
の
も
の
で
あ
り
、『
東
都
歳
事
記
』を
読
み
解
き
な
が
ら
、

國
學
院
大
學
が
所
蔵
す
る
資
料
を
活
用
し
た
祭
祀
・
祭
礼

研
究
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
研
究
の
成
果
は
、
國
學
院
大
學
博
物
館
に
お
け
る
特

集
展
示
「
番
附
に
み
る
天
下
祭
」（
平
成
二
十
七
年
五
月
二

日
～
五
月
二
十
四
日
）及
び
、
同
「
夏
の
祭
―
祇
園
祭
と

天
王
祭
―
」（
同
七
月
十
一
日
～
八
月
三
十
日
）の
一
部
と

し
て
公
開
し
た
。

　
「
番
附
に
み
る
天
下
祭
」
で
は
天
下
祭（
日
枝
神
社
・
山

王
祭
、
神
田
神
社
・
神
田
祭
）を
、「
夏
の
祭
」
で
は
『
東

都
歳
事
記
』
に
み
え
る
江
戸
の
天
王
祭
を
扱
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
両
特
集
展
示
の
報
告
を
兼
ね
て
、
本
部
門

の
研
究
成
果
を
記
す
。
こ
の
調
査
・
研
究
は
、
吉
永
博
彰

　
「
番
附
に
み
る
天
下
祭
」
に
お
い
て
は
、
國
學
院
大
學

図
書
館
宮
地
直
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
及
び
、
本
部
門
が

調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
る
天
下
祭
に
関
わ
る
祭
礼
番
附

を
展
示
し
た
。
祭
礼
番
附
は
祭
礼
の
た
び
ご
と
に
絵
草
紙

屋
な
ど
が
出
版
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
こ
と
で
あ
る
。

　

展
示
資
料
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

『
神
田
御
祭
札
番
附
』（
文
政
十
二
年
）、同（
天
保
四
年
）《
以

上
、一
枚
摺
型
》、『
山
王
御
祭
礼
御
免
番
附
』（
天
保
七
年
）、

『
神
田
御
祭
礼
附
祭
番
附
』（
天
保
八
年
）、『
山
王
御
祭
礼

御
免
番
附
』（
天
保
九
年
）、
同（
天
保
十
一
年
）、
同（
天
保

十
三
年
）《
以
上
、絵
本
型
》、『
神
田
明
神
御
祭
礼
番
附
』（
安

政
六
年
）《
一
枚
摺
型
》
ほ
か
。

　
「
天
下
祭
」
と
は
、
江
戸
山
王
権
現（
現
在
の
赤
坂
・
日

枝
神
社
）の
山
王
祭（
旧
暦
六
月
十
五
日
）、
神
田
明
神（
現

在
の
神
田
神
社
）の
神
田
祭（
旧
暦
九
月
十
五
日
）の
こ
と

で
、
天
和
元
年（
一
六
八
一
）以
降
、
両
祭
礼
は
隔
年
で
行

わ
れ
た
。
な
お
、
神
田
祭
は
明
治
二
十
五
年（
一
八
九
二
）

に
神
幸
祭
の
執
行
日
を
現
在
と
同
じ
五
月
と
し
て
以
後
、

一
、
天
下
祭
と
祭
礼
番
附

江
戸
の
祭　

―
天
下
祭
と
天
王
祭
―

大
東
敬
明

（
ポ
ス
ド
ク
研
究
員
）、
木
村
大
樹
、
富
田
谷
桃
子（
と
も

に
臨
時
雇
員
）及
び
筆
者
が
行
っ
た
。

五
月
に
行
っ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
、
両
祭
礼
で
は
、
神
輿
の
行
列
に
関
わ
る
費

用
を
幕
府
が
負
担
し
、
ま
た
大
伝
馬
町
・
南
伝
馬
町
が
公

的
に
祭
礼
行
列
に
奉
仕
し
た
。
さ
ら
に
、
祭
礼
行
列
が
江

戸
城
内
に
入
り
、
将
軍
が
上
覧
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
山

王
祭
・
神
田
祭
が
「
天
下
祭
」
と
称
さ
れ
る
の
は
、
こ
の

た
め
で
あ
る
。

　

両
祭
礼
の
行
列
は
、神
輿（
山
王
は
三
基
、神
田
は
二
基
）

の
行
列
を
中
心
と
し
て
、
産
子
町
の
人
び
と
が
出
す
「
出

し
」、
当
番
町
の
附
祭
、
警
固
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
た
。

　
「
出
し
」
は
各
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
、
両
祭
礼
と

も
に
大
伝
馬
町
の
鶏
・
諫
鼓（
太
鼓
）、
南
伝
馬
町
の
猿
を『山王御祭礼番附』（万延元年）
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ま
た
、
行
列
に
は
幕
府
の
経
費
負
担
に
よ
っ
て
独
楽
回

し
や
太
神
楽
な
ど
も
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り（
御
雇
祭
）、

附
祭
と
と
も
に
人
び
と
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
た
。

　

祭
礼
に
お
い
て
、各
町
は
そ
の
年
の
趣
向
が
決
ま
る
と
、

ど
の
よ
う
な
出
し
物
を
出
す
の
か
な
ど
を
、
町
奉
行
所
に

提
出
し
た
。
こ
の
際
、
摺
物
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
、
こ
れ
の
印
刷
は
絵
草
紙
屋
が
行
っ
た
。
先
述
し

た
よ
う
に
絵
草
紙
屋
は
、祭
礼
番
附
の
印
刷
・
販
売
も
行
っ

て
お
り
、
彼
ら
が
祭
礼
前
に
番
附
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　

天
下
祭
の
行
列
は
、
山
車
や
仮
装
行
列
な
ど
が
加
わ
る

華
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
数
多
く
の
見
物
人
で
賑

わ
っ
た
。
祭
礼
番
附
は
、
見
物
の
人
々
の
た
め
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
機
能
も
持
っ
て
い
た
。
亀
川
泰
照
は
「
祭
礼
番

附
と
江
戸
地
本
問
屋 
森
屋
治
兵
衛
」
に
お
い
て
番
附
を

一
枚
摺
型
、
絵
本
型
、
横
帳
型
に
分
類
す
る
。

　

出
版
さ
れ
た
多
く
の
祭
礼
番
附
は
、
絵
と
文
字
と
で
行

列
を
紹
介
し
て
お
り
、
当
時
の
祭
礼
の
雰
囲
気
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
祭
礼
前
に
出
版
さ
れ
る
た

め
、
そ
の
年
の
様
子
を
観
て
描
い
た
も
の
で
は
な
い
点
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
回
、
展
示
し
た
版
本
の
う
ち
、
す
べ
て
の
資
料
の
版

元
は
馬
喰
町
・
森
屋
治
兵
衛
で
あ
る
。
森
屋
治
兵
衛
は
、

南伝馬町　祇園会旅所（『江戸名所図会』巻１）

『神田明神御祭礼番附』（安政６年）

江
戸
の
絵
草
紙
屋
で
あ
り
、
多
く
の
祭
礼
番
附
の
出
版
を

手
が
け
た
。
さ
ら
に
文
政
～
天
保
期
の
一
時
期
、
祭
礼
番

附
を
独
占
し
て
い
た
。

　

毎
年
七
月
に
京
都
で
行
わ
れ
る
祇
園
祭（
八
坂
神
社
）は

全
国
的
に
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
全
国
各
地
で
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
名
を
冠
し
た
祇
園
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
愛
知
県
・
津
島
神
社
で
は
七
月
に
尾
張
津
島
天

王
祭
が
行
わ
れ
、
東
京
で
も
六
月
に
い
く
つ
も
の
神
社
で

天
王
祭
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
神
社
は
、
江
戸
時
代
以

前
は
牛
頭
天
王
信
仰
と
関
わ
る
場
合
も
多
く
、
こ
の
「
天

王
さ
ま
」
は
疫
病
除
け
の
神
で
あ
っ
た
。

　

特
集
展
示
「
夏
の
祭
」
に
お
い
て
は
、
八
坂
神
社
・
祇

園
祭
、
津
島
神
社
・
天
王
祭
、
江
戸
の
天
王
祭
を
と
り
あ

げ
た
。

二
、
江
戸
の
天
王
祭
礼

は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
々
が
趣
向
を
こ
ら
し
た
人
形
や

造
り
物
を
出
し
て
い
る
。
附
祭
で
は
、
昔
話
、
年
中
行
事

ほ
か
の
様
々
な
事
柄
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
仮
装
行
列
や
踊

り
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
象
・
酒
呑
童
子
の
首
と
い
っ
た
大

が
か
り
な
造
り
物
な
ど
が
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
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こ
こ
で
い
う
江
戸
の
天
王
祭
と
は
、
神
田
社
地
天
王
祭

礼
〔
一
、二
、三
の
宮
〕（
神
田
神
社
摂
社
江
戸
神
社
、
大

伝
馬
町
八
雲
神
社
、
小
舟
町
八
雲
神
社
）、
品
川
天
王
祭

礼
（
荏
原
神
社
・
品
川
神
社
相
殿
）、
四
谷
天
王
稲
荷
祭

礼
（
須
賀
神
社
）、
浅
草
蔵
前
牛
頭
天
王
祭
礼
（
浅
草
須

賀
神
社
）、
橋
場
牛
頭
天
王
祭
礼
（
石
浜
神
社
摂
社
江
戸

神
社
） 

、
小
柄
原
牛
頭
天
王
祭
礼
（
素
盞
雄
神
社
）
の
こ

と
で
あ
る
。こ
れ
に
関
わ
る
資
料
と
し
て
、『
東
都
歳
事
記
』

『
江
戸
名
所
図
会
』「
日
本
橋 
魚
が
し
旧
天
王
祭
団
扇
投

之
図
」
を
展
示
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
神
田
明
神
社
地
の
天
王
祭
礼（
一
の
宮
・

南
伝
馬
町
、
二
の
宮
・
大
伝
馬
町
、
三
の
宮
・
小
舟
町
）

に
つ
い
て
は
、『
東
都
歳
事
記
』
を
読
み
解
き
な
が
ら
、

そ
こ
に
記
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
神
輿
の
巡
幸
路
や
、
産
子

の
町
々
を
切
絵
図
上
で
把
握
し
た
。
こ
の
三
社
の
産
子
町

の
分
布
は
、
図（
神
田
社
地
天
王
社
産
子
町
分
布
図（
案
））

の
と
お
り
で
あ
る
。
同
図
は
『
東
都
歳
事
記
』『
続
御
府
内

備
考
』（『
東
京
都
神
社
史
料
』
五　

所
収
）に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
町
々
を
、「
東
京
実
測
図
」（
内
務
省
地
理
局
、

一
八
八
八
年
）に
示
し
た
も
の
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
。

　

産
子
の
町
々
は
、
御
旅
所（
仮
屋
）が
設
け
ら
れ
た
南
伝

馬
町（
一
の
宮
）、
大
伝
馬
町（
二
の
宮
）、
小
舟
町（
古
く

は
小
伝
馬
町
）（
三
の
宮
）を
中
心
に
、
現
在
の
神
田
駅
周

辺
か
ら
銀
座
に
か
け
て
の
地
域
に
分
布
し
て
い
る
。
祭
礼

に
お
い
て
は
、こ
の
地
域
を
神
輿
が
隈
な
く
練
っ
て
い
る
。

神
田
祭
に
お
い
て
は
、
本
社
の
神
輿
は
天
王
祭
の
よ
う
に

隈
な
く
練
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
に
違
い
が
あ
る
。

　

天
王
一
の
宮
の
祭
礼
は
、
六
月
七
日
か
ら
十
四
日
か
け

て
行
な
わ
れ
た
。
神
輿
渡
御
に
お
い
て
は
、
七
日
、
神
輿

は
神
田
明
神
を
出
る
と
、
筋
違
橋
御
門
を
入
り
、
須
田
町

ほ
か
の
町
（々
現
在
の
神
田
駅
～
日
本
橋
周
辺
）を
抜
け
、

常
盤
橋
御
門
よ
り
江
戸
城
内
に
入
り
、
大
手
御
橋
上
に
神

輿
を
据
え
て
奉
幣
が
行
な
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
北
町
奉
行

所
・
南
町
奉
行
所
の
玄
関
口
で
も
奉
幣
が
行
な
わ
れ
、
呉

服
橋
御
門（
現
在
の
東
京
駅
・
新
日
本
橋
口
あ
た
り
）よ
り

出
て
、
現
在
の
八
重
洲
・
日
本
橋
・
京
橋
あ
た
り
の
町
々

を
め
ぐ
り
、
京
橋
の
上
に
神
輿
を
据
え
て
神
酒
が
捧
げ
ら

れ
る
。
そ
の
後
、
南
伝
馬
町
二
丁
目
の
仮
屋（
御
旅
所
）に

入
る
。十
四
日
は
仮
屋
か
ら
京
橋
へ
行
き
、引
き
返
し
て
、

日
暮
れ
頃
、
神
田
明
神
へ
戻
っ
た
。
た
だ
し
、
山
王
祭
が

行
わ
れ
る
年
は
、
早
朝
に
戻
っ
た
。
山
王
祭
は
六
月
十
五

日
に
行
な
わ
れ
、
そ
の
前
日
も
出
し
や
練
り
物
が
江
戸
山

王
権
現
の
産
子
町
を
ね
り
歩
い
て
い
る
。
南
伝
馬
町
を
は

じ
め
、
近
隣
の
町
々
は
山
王
祭
に
練
り
物
な
ど
を
出
し
て

お
り
、
早
朝
に
帰
社
す
る
の
は
、
こ
れ
に
関
わ
る
の
で
あ

ろ
う
。

　

さ
て
、『
東
都
歳
事
記
』
に
は
、
こ
の
巡
幸
路
の
う
ち
、

神
輿
が
呉
服
橋
を
渡
り
、
左
手
に
一
石
橋
を
見
て
い
る
場

面
が
描
か
れ
る
。
ま
た
、『
江
戸
名
所
図
会
』
に
は
、
南

伝
馬
町
天
王
の
仮
屋（
大
政
所
）の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る

（
一
三
頁
）。
こ
の
絵
に
は
、
四
神
鉾
、
神
輿
を
舁
く
人
々
、

そ
れ
を
囃
す
人
々
、
見
物
す
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。

神田社地天王社産子町分布図（案）（富田谷桃子・作図）

神田明神

筋違御門

両国橋

常盤橋
←大手門 日本橋

呉服橋

京橋

一の宮

二の宮

三の宮

一石橋
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『
東
都
歳
事
記
』
に
依
拠
す
る
と
、
神
田
社
地
天
王
祭

礼
の
神
輿
渡
御
の
行
列
は
、
幟
・
太
鼓
・
榊
・
祭
鉾
・
四

神
鉾
・
太
鼓
・
獅
子
頭
・
幣
・
小
太
鼓
・
神
輿
・
神
几
・

騎
馬
の
社
務
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
の
宮
の
四
神
鉾
は
南

伝
馬
町
に
置
か
れ
、
行
列
に
は
加
わ
ら
な
い
。

　

天
王
祭
礼
の
行
列
は
、『
東
都
歳
事
記
』
天
王
二
の
宮

の
祭
礼
に
描
か
れ
て
い
る
。
鉾
や
獅
子
が
含
ま
れ
る
こ
と

は
『
年
中
行
事
絵
巻
』
に
描
か
れ
る
祇
園
御
霊
会
や
稲
荷

祭
と
も
共
通
し
て
い
る（
岡
田
莊
司
「
御
旅
所
祭
祀
」）。

　

天
王
三
の
宮
の
神
輿
渡
御
で
は
、
日
本
橋
に
あ
っ
た
魚

河
岸
を
通
る
際
に
、
桟
敷
か
ら
魚
問
屋
の
人
々
が
団
扇
を

投
げ
る
風
習
が
あ
っ
た
。「
日
本
橋 

魚
が
し
旧
天
王
祭
団

扇
投
之
図
」
は
、
こ
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。

　

天
王
祭
に
お
い
て
は
神
輿
渡
御
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、

神田社地天王一の宮（『東都歳事記』巻２ 夏）

神田社地天王二の宮（『東都歳事記』巻２ 夏）

春斎年昌「日本橋 魚がし旧天王祭団扇投之図」（明治22年）

現
在
の
東
京
に
お
け
る
神
輿
祭
り
の
原
型
と
な
っ
て
い
る

と
言
え
る
。 
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